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1コース期間

（次のコースまでの標準期間）

＜血液毒性発現時の休薬・減量・再開基準＞ ＜非血液毒性発現時の休薬・減量・再開基準＞

・Grade3以上の血液毒性が発現した場合には休薬する。 ・Grade2以上の非血液毒性が発現した場合には休薬する。

・Grade1以下に軽快後、以下の投与基準に従って投与再開する。 ・Grade1以下に軽快後、以下の投与基準に従って投与再開する。

・2コース目以降の投与開始基準

※手足症候群のみ観察された場合はゼローダのみ減量

＜ゼローダ：減量時の投与量＞

<ゼローダ：投与量＞1000 mg/m2 ＜ゼローダ：腎障害の目安と対処法＞

投与禁忌

1.36m2以上1.66m2未満 1500 mg 30~50ｍL/min 75％ dose（減量段階1）

1.66m2以上1.96m2未満 1800 mg 51~80ｍL/min 減量不要

※その他

体表面積 1回用量 投与開始前のCcr

1.36m2未満 1200 mg 30ｍL/min未満

1.96m2以上 2100 mg

1.41m2 未満 900 mg
600 mg

1.41m2 以上 1.5 m2 未満
1200 mg

1.51m2以上 1.81m2未満
900 mg

1.81m2以上 2.11ｍ2未満
1500 mg

2.11ｍ2以上 1200 mg

血小板数 75000/mm3以上

体表面積
1回用量

減量段階1 減量段階２

項目 基準値
Grade4

1
投与中止もしくは

減量段階２
投与中止もしくは

85 mg/m2

3

1
投与中止もしくは

減量段階２
投与中止もしくは

85 mg/m2好中球数 1500/mm3以上

減量段階２ 変更無し

Grade3
1 減量段階１ 100 mg/m2

2 減量段階２ 85 mg/m2

休薬規定及び減量規
定、

中止基準

Grade 発現回数 ゼローダ エルプラット Grade 発現回数 ゼローダ エルプラット

Grade3
1 減量段階１ 100 mg/m2

Grade2

1 変更無し 変更無し

2 減量段階２ 85 mg/m2 2 減量段階１ 変更無し

Grade4

エルプラット点滴静注液 130mg/㎡

ゼローダ錠 ※その他に記載 内服 朝・夕食後 day1夕食後~day15朝

○

デカドロン錠４ｍｇ 2錠分１ 内服 朝食後

21日 総コース数 制限なし

6管
○

4
５％ブドウ糖液 250ｍL

点滴静注側管 2時間

オプジーボ点滴静注 360mg

3
アロキシ点滴静注バッグ 1袋

点滴静注側管 30分

〇2
生理食塩液 100mL

点滴静注側管 30分以上
インラインフィルター
(0.2又は0.22μｍ)を

使用

デキサ-ト注射液1.65mg

がん種 胃がん

レジメン名 CapeOX + Nivo

投与日

生理食塩液 250mL 点滴静注 ルートキープ用

番
号

薬剤名 投与量 投与方法 投与時間 備考


